代表選出手続きの提案（18.9.18、橋爪幸臣提案）
提案の要点

◎　全市一区とする選出方法の提案である。

· 候補者決定と代表選出のために計2回の無記名投票を行う。

· 決定した候補者によるショートスピーチ（例えば各自2分間）を行う。
· 時間節約と透明性確保のために選挙管理委員3名を置く。

手続きの詳細

（選挙管理委員）

1.  選挙管理委員3名を選任する。代表候補者となることを希望しない人からの選出を優先し、希望多数の場合はアミダ籤での抽選とする。
（候補者決定のための予備選挙）

2. 選挙管理委員により、委員が認証した投票用紙を用いて、候補者決定のための予備選挙を行う。選挙の方法は、自身を含む会員すべてを対象とした出席会員による単記無記名投票の方法で行い、会員外への投票は無効とする。得票上位のものから、選任予定者数の倍数以内の者を候補者とする。

3. 下位の同数得票者を含めることにより、選任予定者の倍数を超える場合は、超過1名の場合は、そのものを含めて候補者とし、2名以上上回る場合はアミダ籤での抽選により、倍数までのものを候補者に決定する。抽選の結果はOHPなどで出席会員に公表する。
4. 候補者が選任予定者数に達しない場合は、挙手による他薦を募り、選任予定者数以上で倍数以内の候補者を確保する。追加候補者の選定は全員による拍手または挙手の方法で行う。

（代表選挙）

5. 選挙に先立ち、候補者全員によるショートスピーチを行う。あらかじめ持ち時間を出席者に報告し、その持ち時間は厳守する。

6. 代表選挙は、、選挙管理委員が認証した投票用紙を用いて、候補者全員を対象とした出席会員による単記無記名投票の方法で行い、これに反する投票は無効とする。
7.  下位得票同数のため、選任予定者数を超えることとなる場合は、下位得票者からアミダ籤での抽選により、定数までの候補者を当選とする。抽選の結果はOHPなどで出席会員に公表する。
（正副代表の決定）
8.  正副代表の決定は選任された代表に一任し、その結果は決定次第全会員に報告する。

以上
